


























25 26

指導教員
からの評価 高橋 泰城 准教授

行動科学研究室 行動経済学の中でも世界的な水準の研究テーマを解明した渾身の力作です。
今後さらなる研究の発展が期待されます。

城先生に感銘を受け、指導を仰ぐことに。
目先の利益と将来の利益、他者の代わり
に選択するときに人はどちらを選ぶのか。
社会的にも重要なテーマである「社会的
異時点間選択」について掘り下げていき
ました。

［テーマを決める］
　4年の5月に大学院入試を受け、6月の
教育実習を終えてから執筆は追い込み
に。先生から「検証しきれなかったアイデ
アは今後議論していけばいい」と助言をい
ただき、思いきって推敲していきました。お
こがましいようですが、自分では納得の出
来。考え出したら止まらなくなるような好き
なテーマとその面白さを共有できる先生に
出会えたおかげで、充実した卒論執筆の
時間を持つことができました。

［書き上げる］
　3年の4月から先行研究を勉強し、11月に質問紙を自
作し、北大生24人に回答してもらいました。その後は質
問紙のデータ解析と、引き続き先行研究の調査に没頭。
行動経済学は新しい分野なので、「これを読めばすべて
が書いてある」という決定的な資料がありません。先行研
究を整理することで、これまでの流れを把握すると同時に
自分の位置づけも見えてきました。一番参考になったの
は、やはり高橋先生の先行研究です。異時点間選択と
は何か、という言葉の定義もしっかりとした土台を築かれ
ているので、後に続く僕たちもブレずに研究を進められま
した。

［情報を集める］

「自己のための異時点間選択と
他者のための異時点間選択との関係」
についての心理物理学的分析 徳田 真佑 さん

（とくだ しんすけ）

人間システム科学コース
（平成26年度卒業）

卒論
テーマ

卒業論文への取り組み

case 01

指導教員
からの評価 野村 益寛 教授

言語科学研究室 卒論の成功のカギはテーマ選びにあり。そのためには日頃から「なぜだろう？」とアンテナを
広く張ること。この点でこの卒論は最初から成功が約束がされていました。

　きっかけは、日本語の「雨に降られ

と表すという記述を見つけたことで
す。同じ事態を日本語では「降られ
た」という受身、英語では前置詞on
という全く異なった形式で表している
ことに強く興味を引かれ、先行研究
があまり進んでないことが判明したの
で、自分で「前置詞onの迷惑用法」
について明らかにしたいという気持ち
に駆られました。

［テーマを決める］
　論文執筆というと自分一人で進めるイメージ
がありましたが、実際には学生同士の意見交換
や先生方への相談が頻繁に行われ、それらが論
文の完成度を高めることがよくわかりました。英
語学の卒業論文は英語で書くのが慣例となって
いるため、執筆は想像を超えた大変さでしたが、
その分完成した時の喜びはひとしお。見返して
みると理由付けやアンケート調査の分析に改善
すべき点があり、さらに扱えきれなかった話題も
あるので、今後の研究のモチベーションとなりま
した。

［書き上げる］
　6月から9月末までは先行研究の収集・分析を行い、
仮説を立てる助走期間。10～11月には用例の収集と
英語のネイティブスピーカーを対象としたアンケート調査
を行い、11～12月で一気に執筆作業を進めました。先
行研究の論文にonがもともと「接触」の意味を持つと
ころからいくつかの意味を経て「迷惑」の意味が生じる
と指摘するものを見つけましたが、その複雑な経緯かつ
思弁的な説明に苦慮していたところ、指導教員の野村
先生から「それぞれの意味の発生年代を調べてみた
ら？」というアドバイスをいただいたことで客観的な証拠
付けができました。

［情報を集める］

An Analysis of Adversative
Usage of English Preposition ON
（英語前置詞 on の迷惑・不利益を表す用法に関する分析） 松村 大寿 さん

（まつむら だいじゅ）

言語・文学コース
（令和元年度卒業）

卒論
テーマ

case 02

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

4年次のスケジュール
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卒業論文
4年間の学びの集大成

他の卒業生の卒業論文への取り組みはウェブサイトでお読みください。
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研究者への道

未来の自分が悔いを残さないように

　初めは英語学に関心がありましたが、学部1年のドイツ語の授業がとても楽しく
て、今の道を歩き出すきっかけになりました。一口に言語研究といっても「標準語」だ
けでなく「方言」も対象にできること、社会と言語あるいは人間と言語のつながりも
研究対象にできることを学んだ学部時代でした。
　博士後期課程に進むということは、乳児が「好きなときに好きなだけ寝ていられ
る」ように「好きなときに好きなだけ研究に没頭できる」特権を与えられることです（う
ちの乳児たちはあまり行使してくれませんでしたが）。その一方で研究に没入できる
幸せは学術的かつ経済的な不安とつねに表裏一体であり、頂上がなかなか見えて
こない長いはしごを登り続けるようなものでした。その果てしない道のりのなかで、ス
イス政府奨学金を取得して行ったスイス留学という人生の大きな糧となる経験や
手を差し伸べてくれる方 と々の出会いがあり、幸いなことに生業を獲得して現在に
至ります。さまざまな可能性に満ちた皆さんに「博士を目指しましょう」と無責任に言
うことはできませんが、人生に「する」ことによる後悔と「しない」ことによる後悔の両
方があるならば、どちらが未来の自分にとってより深い後悔になりそうか。これが一つ
の物差しになるのではないかと感じています。あなたの心は何と言っていますか？

熊坂 亮（くまさか りょう）さん

勤務先 北海学園大学 工学部 教授

平成13年北大文学部を卒業後、北大大学院文学研究科修
士課程言語文学専攻を経て平成21年12月に「博士（文
学）」を取得。平成23年より北海学園大学工学部に勤務し、
平成29年より現職。専門はドイツ語学のなかでも「スイスのド
イツ語」に関する研究。言語的特徴だけでなくスイスの言語
状況や言語政策も対象としている。

学部での学びをさらに掘り下げる
北海道大学大学院文学院

「さらに深く」専門研究に取り組む大学院
11講座20研究室で修士・博士の学位を取得

　北海道大学は研究に重点を置く大学院大学でもあります。文学部の4年間で十分に解明できなかった研究テーマをさらに深く掘り下げたいと
いう人は、ぜひその先の大学院へ。
　大学院は、国内きっての人文科学系研究拠点として多くの優れた研究者を輩出しています。修士課程を終えた大学院生の約4割は民間企業
に就職あるいは公務員・教員になり、なかには民間企業の研究部門に職を得た人もいます。さらに研究を深めたいときは博士後期課程に進学と
いう選択肢も。北海道大学の充実したサポート環境のもと、専門研究に没頭できます。
　平成31年度に、北海道大学大学院文学研究科は文学院に改組されました。文学院は人文学専攻と人間科学専攻の２専攻11講座20研
究室から構成されます。

大学院進学

PROFILE

文学院での学びを社会に活かすための教育プログラムを新設

教養深化プログラム

●プログラム設置の背景と目的
　人文・社会科学分野の大学院教育においては、研究者育成だけではなく、社会の多くの分野で活躍する人材の育成が求められています。
教養深化プログラムは、教員、公務員や民間企業等への就職を希望する学生を対象とするプログラムです。
　学部を卒業してすぐに就職するのではなく、修士課程に進学し、専門分野の研究をさらに深めるとともに、人文社会科学諸分野の総合的
な学修と、社会で役立つジェネリックスキル※の習得を実践することにより、高度な専門知識を有し即戦力となる人材を育成します。博士後期
課程の学生にとっても、幅広いキャリアが開けるでしょう。

※ジェネリックスキル：社会人として活躍できる能力のこと。具体的には「知識活用力」、「課題解決力」、「コミュニケーションカ」、「チームワーク・リーダーシップ」等の社会で
役立つ汎用的な力を指す言葉として使われています。

教養深化科目群（プログラム生限定科目）

教養深化特別演習（基礎・総合）
●多角的に分析し複合的に考察・表現する能力を身に付けます。
●専門研究に関連づけた実践を通じて、総合力の一層の充実を図ります。

サイエンスリテラシー特別演習
●数理的思考とデータ処理・活用法を学びます。
●科学研究の最先端に触れ、科学的リテラシ一を身に付けます。

ジェネリックスキル科目群（大学院共通授業科目）

ジェネリックスキル特殊講義·ジェネリックスキル特別演習
●文系学生向けのキャリアマネジメントやキャリア形成、交渉学やプレゼン
　テーション技法等を学びます。

修了要件を満たすとディプロマを取得できます。
国内外の企業、公的機関等で活躍できる人材に！ https://www.let.hokudai.ac.jp/general/cultural-enrichment-program

　標準修業年限は2年間。大学院の授業を受講しながら、指導教員
による個別指導を受け、修士論文を執筆します。研究会や学会での
発表も重要な訓練の場です。

専門研究の基礎を習得、
修士論文を執筆
［修士課程］

北大文学部卒業予定者のみを対象とする特別入試のほか、一般と
留学生を対象とする前期入試、一般・留学生・社会人を対象とする
後期入試の年3回。文学部卒業予定者はいずれも受験できます
（特別入試は受験資格に条件があります）。

入試

　標準修業年限は3年間。自立した研究者・専門家を目指し、博士
論文の完成を目指します。国内外の学会発表や論文投稿など、研究
活動中心の生活を送ります。

専門研究を修めた証、
博士学位の取得を目指して
［博士後期課程］

9月の前期入試、2月の後期入試の年２回行われます。入試

　北大大学院文学院の大学院生は、国内屈指の恵まれた環境の中、国内外で高く評価される研究成果を残しています。

専門研究を後押しする豊かな環境のもと、栄えある受賞者が続出

人文学 哲学宗教学
歴史学
文化多様性論
表現文化論
言語科学
スラブ・ユーラシア学
アイヌ・先住民学

哲学倫理学、宗教学インド哲学
日本史学、東洋史学、西洋史学、考古学

人間科学 心理学
行動科学

心理学
行動科学

社会学
地域科学

社会学
地域科学

文化人類学、芸術学、博物館学
欧米文学、日本古典文化論、中国文化論、映像・現代文化論
言語科学
スラブ・ユーラシア学
アイヌ・先住民学

28名71名

7名19名

専攻 講座 研究室 博士後期課程定員修士課程定員

▲サイエンスリテラシー特別演習「デジタルクリエイティブ基礎」

〈2019年度 受賞者情報〉

●日本中国学会賞（哲学・思想部門） 吉田勉さん（博士後期課程）
●日本心理学会 優秀発表賞 伊藤資浩さん（博士後期課程）
●日本心理学会 特別優秀発表賞 横山実紀さん（博士後期課程）
●日本人間行動進化学会 若手発表賞 中田 星矢さん（修士課程）
●日本社会心理学会 若手研究者奨励賞 中田 星矢さん、前田友吾さん（修士課程）

●日本基礎心理学会　優秀発表賞
　前澤知輝さん（修士課程）、伊藤資浩さん（博士後期課程）
●日本哲学会　若手研究者奨励賞　安田将さん（博士後期課程）
●「野生生物と社会」大会　優秀ポスター賞　野瀬紹未さん（修士課程）
●林業経済学会　学生論文賞　澤井啓さん（修士課程）










